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それぞれの「学」には発達の経路がある。極めて広範

多岐にわたる人文被服研究の諸領域は，西欧においてこ

れまでどのような過程をたどって発展してきたか。あら

われた文献著作の中にその動向をさぐることは，該分野

における今後の可能性や方向への手がかりに資する面が

少なくないと考えられる。今回は，その一つの黄金期と

目される19 世紀の，主として直接肢服を対象としたも

ののみについて，分布的分析的に整理し考究した。


